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ガチョウは草食性の水禽であり, アメリカ合衆国では

リンゴ園や綿花畑などで除草利用されている (�����・����, 1996；泉, 1993). わが国でも, 溝口ら (2012�,�)
や�山ら (2009�,�) は果樹園やツバキ園に放飼したガ
チョウが顕著な除草効果を示すことを明らかにしている.

ガチョウの育雛時には, 緑餌が不足すると脚弱症を発症

することが知られており, 牧草地などでの放飼が推奨さ

れている (泉, 1993). しかし, 屋外放飼したガチョウ

雛では, 寒冷ストレス (外気温の低下や降雨など) によっ

て衰弱死する例が散見される. これには, わが国での屋

外放飼に適したガチョウの飼養管理技術が十分に確立し

ていないことが関与していると考えられる. したがって,

寒冷ストレスに対処するためのガチョウ雛の水順応性や

耐寒性を明らかにする必要があるものの, 関連した知見

は乏しい.

そこで本研究では, ガチョウ雛の育雛管理技術の確立

に向けた基礎的知見を得ることを目的とし, 同じ水禽で

あるアイガモとガチョウ雛の水順応性を比較検討すると

ともに, 後者の耐寒性についても追究した. なお, 本研

究は鹿児島大学動物実験委員会の承認を得て行われた

(承認番号：�17015号).�������
試験は2012年５月27日から６月25日にかけて, 鹿児島

大学農学部附属農場動物飼育棟で行われた.�������������������
０日齢のアイガモならびにセイヨウガチョウ (��������������������) 雛各4羽を90 �電球で保温 (25～30℃)
し, 縦30 ��, 横70 ��, 水深10 ��の水浴場を設けた育雛
場 (1�6 �2) (第１図) でそれぞれ飼育した. アイガモ雛
には市販成鶏用配合飼料 (以下, 配合飼料, 粗タンパク

質含量18�0％, 代謝エネルギー含量2�850 �������) のみを
不断給与し, ガチョウ雛には配合飼料に加え, イタリア

ンライグラス (���������������������) 再生草 (生草)
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を不断給与した.

２, ４, ６, ８および12日齢におけるアイガモならび

にガチョウ雛の日中８時間 (９：00～17：00) の行動を

デジタルビデオカメラ (������170, ��150 ����社
製) で撮影し, 両者の全行動に占める水浴行動の割合を

１分間隔点観察により測定した. また, ０, ７および14

日齢時には, 水深20 ��の円形のタライにアイガモおよ
びガチョウ雛を最大60分間強制的に水浴させ (第２図),

羽毛が水に濡れ, 水浴出来なくなるまでの時間 (水浴時

間) を測定した.

得られたデータは, 各日齢におけるアイガモおよびガ

チョウ雛の水浴行動割合および水浴時間を������������
の�検定により比較した.�����������
０日齢のガチョウ雛８羽を90 �電球で保温 (25～30℃)
した育雛場 (1�6 �2) において, 上記１と同じ飼料を給
与し, 飼育した.

電子温度計 (��������1250��, 佐藤計量器製作所
社製) を用いて, ガチョウ雛の直腸温 (以下, 体温) を

０～14日齢にかけて, 測定した. ０, ３, ６, ９および

12日齢時には, 10℃に設定した低温庫内で180分間の低

温暴露処理 (第３図) を行い, 暴露前後の体温を測定し,

変化量を求めた.

得られたデータについては, 低温暴露前後の体温変化

量を一元配置分散分析法により, 日齢間で比較した｡��������������������������
アイガモおよびガチョウ雛の水浴行動割合の日齢に伴

う変化を第４図に示した. アイガモ雛は６日齢で7�6％
の最大値, 12日齢で1�5％の最小値を示した. これに対
し, ガチョウ雛の水浴行動割合はいずれも0�5％以下で
あり, すべての日齢でアイガモ雛に比べ, 有意に小さかっ

た (�＜ 0�05). なお, ８および10日齢では, ガチョウ
雛の水浴行動は一切みられなかった. 魏ら (2008) はア

イガモ雛が孵化直後から活発な水浴行動を示すことを報

告しており, 本研究のアイガモ雛でも同様な行動が観察

された. 一方, ガチョウ雛の水順応性に関する報告は見

当たらないものの, 本研究ではガチョウ雛が積極的に水

浴する状況は観察されず, むしろアイガモ雛に比べ, 水

浴を忌避することが明らかになった.

強制水浴させたアイガモおよびガチョウ雛の水浴時間

の日齢に伴う変化を第５図に示した. ０, ７および14日

齢におけるアイガモ雛の水浴時間は60, 60および52分間

であり, ０および７日齢ではすべての個体が60分間水浴

を続けた. 一方, ガチョウ雛の水浴時間は56, 32および

33分間であり, ７および14日齢では30分前後ですべての

個体が水浴出来なくなり, アイガモ雛に比べ, 有意に短

かった (�＜ 0�05). 魏ら (2007) は水浴馴致させたア

イガモ雛の水浴時間は０日齢で最も長く, 加齢に伴い減

少したと報告しており, 本研究でも同様な結果が得られ

た. ガチョウ雛については, ０日齢で全個体が60分近く

水浴したものの, 終了時における羽毛の浸潤はアイガモ

雛よりも顕著であった (第６図).

岸田・島谷 (2005) はアイガモ農法において, ０日齢
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アイガモ雛の放飼が育雛管理の省力化を図る上で有効で

あると報告している. 一方, ガチョウ雛については, ４

週齢未満での屋外飼育は降雨で濡れて衰弱する危険性が

あるため, 推奨されていない (泉, 1993). 本研究の結

果はこれらを裏付けるものであり, ガチョウ雛はアイガ

モ雛に比べ, 水浴能力で劣ることが示された.�����������
ガチョウ雛の日齢に伴う体温変化を第７図に示した.

０日齢の体温は37�8℃であり, その後, 徐々に上昇し,
４日齢以降では40～41℃の間で推移した. 低温暴露前後

のガチョウ雛の体温変化量を第８図に示した. ０日齢に

おいて体温変化量は1�83℃で大きかったものの, 加齢に
伴い体温変化量は小さくなり, ６日齢以降は１℃未満で

あった. ６および12日齢における体温変化量はいずれも

0�7℃であり,０日齢に比べ,有意に小さかった(�＜ 0�05).
ガチョウ雛の体温調節機能に関する知見は見当たらな

いものの, 育雛管理では３週齢までヒーターや電球によ

る保温が必要とされている (泉, 1993). 同じ水禽であ

るアイガモについては, ８日齢で体温調節機能を獲得す

ることが明らかにされている (魏ら, 2003). 本研究で

は, 保温条件下での体温は４日齢以降安定し, ６日齢時

における低温暴露では１℃未満の体温低下であった. こ

ガチョウ雛の水順応性および耐寒性 ��
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うしたことから, ガチョウやアイガモなどの水禽は７日

齢前後で体温調節機能を獲得し, 耐寒性を備えるものと

推察された. 今後, １週齢以内のガチョウ雛の体温低下

について詳細に検討し, 体温調節機能の備わる日齢を明

らかにする必要がある.

以上より, ガチョウ雛は６日齢前後で体温調節機能を

獲得するものと推察されたものの, アイガモ雛に比べ,

水浴能力で劣ることが示された. このことから, ガチョ

ウ雛は７日齢以降に屋外放飼を開始し, 降雨時や夜間に

おける放飼を控えることで育成率が高まるものと推察さ

れた. � �
本研究では, ガチョウ雛の育雛管理技術の確立に向け

た基礎的知見を得ることを目的とし, セイヨウガチョウ

(��������������������) 雛の水順応性および耐寒性に
ついて検討を行った.

１) ２～12日齢におけるガチョウ雛の水浴行動割合は

アイガモ雛に比べ, 有意に小さい値を示した (�＜ 0�05).
２) 強制水浴させたガチョウ雛の水浴時間は, ０日齢で

アイガモ雛との間に差がみられなかったものの, ７およ

び14日齢では有意に短かった (�＜ 0�05). ３) ガチョウ
雛は4日齢で40℃を超える体温を示した. 180分間の低温

暴露 (10℃) 処理では, ６および12日齢の体温変化量が

０日齢に比べ, 有意に小さかった (�＜ 0�05).
以上より, ガチョウ雛は７日齢前後で体温調節機能を

獲得するものと推察されたものの, アイガモ雛に比べ水

浴能力で劣ることが示された.
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